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図13 UPt3のH一丁相図｡ I,●,▲:音速測定 0.0
+:比熱(Othergroup)､○:ourdata
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料､保持板､ヒー ター ､温度計)を外界と断熱状態に保ち､わずかのヒー トリー クに対しては



















































材料としては､転移温度と臨界磁場が適当な sn(Tc-3.7K,Hc-3050e)か In (T｡-3.4K,
Hc-2930e) を用いるor利点としては､スイッチのon/of時のヒー トアップがないことと手軽
にmixerに取り付けられる点が挙げられる｡弱点は､測定の上限が超伝導転移温度で決まる(莱
際にはT｡/2-1.5K程度まで)ことと､試料の比熱の大きさによってスイッチの太さを変えて熱
伝導を制御する必要があることである｡
4.2強音場
市販されている超伝導magnetは良くできていて､20Tまでの磁場が比熱測定には十分な安
定度､均一度で手に入れることができる｡比熱測定で唯一しかし重大な問題になるのは､抵
抗温度計の磁場変化である｡筆者のグループでは compensationcbil付の超伝導magnetを用
いており､磁場が打ち消されている場所に温度計を付けることで､抵抗の磁場変化から逃げ
ている(図14)0compensationcoilのないmagnetを使う場合は､測定するそれぞれの磁場値で
温度計を校正しておく必要がある｡この場合､磁場変化の少ない温度計(Ru02等)を使うほう
がベター であろう｡
低温強磁場実験では､前述したように核比熱が問題になる｡筆者らは試料ホルダーとして
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cuを用いているが､その核比熱のために測定精度が悪くなる｡改善すべき点である｡また磁
場スイープの際の発熱を防ぐために､幅射シー ルド(mixer)にはスリットが入っている｡
4.3高圧
低温で高圧実験を行う場合､その手軽さからクランプ型の圧力セルを用いるのか便利であ
る｡現在ピストンー シリンダ 型ーのセルを用いた比熱測定を行うべく準備中である｡セルを
十分に冷却するため､材質はcu-Beを用いている｡一般的にこのタイプのセルで1GPa程度の
圧力が発生可能で､それ以上の圧力を発生させる場合はシリンダーの材質を変えたりする工
夫が必要だろう｡
比熱測定では圧力セルごと比熱を測定して試料以外の比熱を実測により差し引くために､
圧力セルの比熱を試料と同程度まで小さくする必要がある｡また低温では通常用いられる液
体の圧力媒体は熱伝導が悪いと考えられ今後の大きな課題である｡
4.4測定値について
断熱法は絶対値を測定できる方法である｡といっても､断熱状態が理想的でないために試
料ホルダー内に温度勾配が存在すれば､測定値に誤差がでてくる｡また､温度計の校正につ
いてはその微分が比熱の値に効いてくるため精度の高い校正が必要である｡経験的には､こ
れらの理由で簡単に数%の測定誤差がでてくる｡そのときはリファレンスとしてCuのブロッ
クを測ってみよう｡理科年表にのっているγが観測されればoKだし､磁場中ではcu核の核比
熱が観測されるはずである｡
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